
L’s College おおさかでは、平成３０年度に在籍している生徒の皆さんに、「生徒の声」として 14の項目に分けたアンケート調査を行いました。 

通われている皆さんの“実際の声”を今後の取り組みに活かしていきたいと思っております。 

① 

 

 

 

 

 

 

②  

 

 

 

 

８割近くの“楽しい”の声をもらいましたが、一方で 

“楽しくない”との声もありました。 

「学ぶ楽しさ」「友人との楽しみ」 等 楽しみはさまざま

ですが、楽しみを見つけていけるような工夫をしていき

たいと思っております。 

７割近くの“ない”の声をもらいましたが、3割は

“(時々)休みたくなる”との声がありました。 

休みたい理由としては、「台風や地震のとき」 

「気持ち的にしんどいときがある」が主でした。 
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④  

 

 

 

 

 

 

８割以上が“いる”との回答でしたが、L’s College 

おおさかでの二年間を通じて、友人との関わりや、

人とつながることの楽しさ、大切さを知ってもらえ

たらと思っております。 

“よく分かる”が６割と、取り組みにやや難しさを感じ

ていることが伺える結果になったかと思います。 

より理解してもらえるような工夫をしていけるよう、

職員のスキルの向上も図っていきたいと思っており

ます。 

 



⑤  

 

 

 

 

 

 

 

⑥ 

 

 

 

 

 

 

７割近くの“そう思う”の声をもらいましたが、学んだこと

を自分で使えるようになったとき、はじめて学びになる

のだと思います。 

目に見えにくいものではありますが、実感できるような

学びを日々模索していきたいと思っております。 

“そう思う”が９割近くと、比較的しっかりとコミュニケ

ーションが取れていることが伺える結果になったかと

思います。 

今後も継続していけるよう、邁進していきたいと思って

おります。 
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⑧ 

 

 

 

 

 

 

８割近くが、“対応してくれる”との声でしたが、 

困ったことや悩んだことがあったとき、自分の気持ちが

表現できるよう、場づくりも含め、日々取り組みを進めて

いきたいと思っております。 

８割近くが“教えてくれる”との声でした。 

これから社会に出ていくにあたって、必要なルールや

マナーが身につけられるよう、これからも一緒に取り

組みを進めていきたいと思っております。 



⑨  

 

 

 

 

 

 

 

⑩  

 

 

 

 

 

 

無制限・複数回答可の回答をしてもらいましたが、やや割合に

差はあるものの、ばらけた結果になったかと思います。 

興味関心の幅が広げられるよう、また総合的に力が育まれる

よう、プログラムを考えていきたいと思っております。 

 

 

好きな科目と同様、割合に差はあるもののばらけた結果

になったかと思います。 

“苦手”で終わってしまうのではなく、興味関心が持てる

きっかけや“できる”自信を取り組みを通じて育んでいき

たいと思っております。 

 



⑬ 

 

 

 

 

 

 

 

⑭ 

 

 

 

 

 

 

７割が“ある”との声でしたが、その内容は「生徒会選挙

への挑戦」「外国語の授業」「毎日通い続けること」 等 

さまざまでした。 

体験をたくさん重ね、大いに成長してくれることを願っ

ています。 

 

いちばんは“修学旅行”と楽しみにしている様子が伺える

結果となりました。 

さまざまな行事において、これまでに培われた力を発揮で

きるよう、取り組みを進めていきたいと思っております。 



 今回、初めて正式なアンケート調査を行いましたが、それぞれが日々悩みながらも、前向きに課題に取り組もうとする様子がよく伺える結果になったのではない

かと思っております。 

特に、「L’s College おおさかにきて初めて挑戦したこと」においては、それぞれの“今、自分がいちばん頑張っていること”がたくさん記載されており、職員とし

ても大変うれしい限りでした。挑戦し、できる自信につながることで、少しずつ次のステップへ上っていくことができるとともに、自ら意欲を持って取り組める力

は、社会に出ていくにあたって、生きる力になると思っております。 

そのために、私ども職員も、生徒の皆さんが持っている力を発揮できるよう、尽力していくとともに、よりよいプログラムの開発を行い、「自分で考え 自分で行動

する力」の礎を築いていきたいと思っております。 


